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V47b (2+1)次元空間時間FFTプロセッサーの係数決定とアナログテスト
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パルサーサーベイ用FFTプロセッサー（16× 16のデジタルレンズ・256点分解のデジタルプリズム）に、ベー
スバンドアナログデータを入力して、時間周波数 256チャネルのナイキストレートスペクトル出力を得ることに成
功した。デジタルレンズに相当するＸ軸方向の空間FFTブロック、Ｙ軸方向の空間FFTブロック、デジタルプリ
ズムに相当する 256点時間 FFTの前段部分 (T1)と後段部分 (T2)には、いずれも 4列２段のRADIX-4のゲート
アレイを配置し、並列 FFT演算を行う。YFT,T2にはさらに、プログラム可能な FPGAによる後処理部があり、
それぞれ、平面に並んだ方向識別後のデータに時間遅延をかける変換の一部や 2乗検波をつかさどる。RADIX-4
ゲートアレイの係数を変えることによって、空間・時間 FFTに対応できる。XFTとYFT はRADIX-4バタフラ

イ２段で実現され、位相係数は下記のように決定できる。G(n1, n0) =
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またT1とT2は全体で、RADIX-4バタフライ４段の構成をしており、これによって 256点時間 FFTを実現す
る。T1は前段の 2段、T2が後段の 2段をつかさどる。位相係数は下記のように決定される。G(n3, n2, n1, n0) =
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４重のシグマは、内側から順に、1段から４段までの RADIX-4に対応する。nや kの各４進数は、段ごとに
ボード番号やゲートアレイ番号に対応をつけることができる。この係数を用いて、入力 cosΩ tに対して、出力
δ (ω-Ω)＋δ (ω+Ω)などのテストに成功した。


